






















































 13時～14時 山元町中央公民館訪問 
        森憲一教育長から山元町の被災状況の説明 
 14時～15時 坂元区新市街地造成現場見学 
        鴻池組技術者 永井氏からの説明 
 15時～17時 町内調査実習（１） 
        旧中浜小学校見学 
       高台から浜側被災地を概観 
 18時～20時 「土曜日の会」の定例会参加（普門寺） 
 
≪8月2日（日）≫ 
 10時～10時40分 「やまもと子どもも大人も遊び隊」参加（山元町中央公民館） 
 10時40分～12時20分 生涯学習課岩佐氏へのヒアリング調査（中央公民館）* 
                                                  
* 人間学群教育学類4年 
** ヒアリング調査は、調査の趣旨を伝えた上での非構造化面接の形式で 3回とも行った。 
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 12時20分～ 「やまもと子どもも大人も遊び隊」に再度参加 
 15時～17時 山元町青年倶楽部「翔」のメンバー３名へヒアリング調査（中央公民館） 
 17時～19時 町内調査実習（２） 
        みんなの図書館見学 
        花釜地区散策 
 19時～20時 山元町議会報告会参加（中央公民館） 
  
 ≪8月3日（月）≫ 
 10時～12時 山元町在住の高校生へヒアリング調査（中央公民館） 
 12時15分～ きみつ少年少女合唱団復興応援コンサート観覧 
 12時30分～13時 ＦＭりんごラジオからインタビューを受ける 
 
２－２．調査実習参加者 
 人間系教授             手打明敏 
 人間学群教育学類3年        滝見凌矢 
    同              田崎智也 
    同    4年        藤田悠佑 
 社会国際学群社会学類4年      村上美羽 
体育専門学群4年          羽田智香 
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 ３日目には、ヒアリング調査の 3 回目である山元町在住の高校生へのヒアリング調査を行っ
た。今回協力していただいたのは、山元町在住で仙台市にある高校へと通っている男子高校生
の方１名である。彼からは、震災当時の様子や現在の山元町の高校生の様子、自身の将来の夢
や山元町についての課題や良さなどについての話をうかがうことができた。現在ジュニアリー
―として山元町の様々なイベント運営・企画などに携わっている彼は、しっかりと町のことを
見つめ、今後の自分に思いを馳せている様子が印象的であった。 
 
図4 花釜地区散策のようす 
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４． おわりに 
 私自身、今回で３度目となる山元町調査実習であったが、来るたびに新たな発見がある。た
とえば、みんなの図書館の館長の菊池氏と一緒に山元町花釜地区を散策したとき、津波で土台
がずれている家などこれまでは知らなかった震災の爪痕を知ることができた。また、そこに生
きる人々の想いまでもが、館長さんの語りからは伝わってきた。また、２日目の朝には、山元
地区の新市街地まで自転車で行ってみた。山元新市街地も坂元区同様、コンパクトシティ化が
進められている地域であり、こちらは多くの住居が立ち並び、すでに多くの人が暮らしている。
町並を歩き、地域の人々とともにラジオ体操に参加する中で、確かに人が生き、根づきはじめ
ているのだ、という実感は得たものの、画一的に整備された家々や道路は、どこか機械的でも
の悲しさも感じさせた。 
 このような散策を通して感じた人々の生活に加え、本調査実習のテーマである若者たちへの
ヒアリング調査からは、非常に多くのことを学ぶことができた。青年倶楽部「翔」のメンバー
へのヒアリング調査では、まず「翔」という組織の緩やかなつながりに驚いた。先述したよう
に、近年の「翔」は、山元町へと何らかの還元をしようという試みを行っているが、必ずしも
それが「翔」の目的ではないという。「翔」のメンバーは、それぞれが自己の目的に適った「翔」
の活動に参加するのみであり、山元町のため、というよりは楽しそうだから参加し、結果的に
山元町のためになっている、というスタンスのメンバーが多いという。しかし、そのような目
的を明確にしない組織だからこそ、多くの人々に門戸を開くことができ、それが「翔」の強み
でもあるとメンバーは感じているようであった。また、ヒアリング調査に協力いただいたメン
バーの内１名は移住者（以下、Ａ氏）であり、Ａ氏の語りは非常に示唆的であった。まず、山
元町は個々が狭いコミュニティの中で完結してしまっており、町内においても他のコミュニテ
ィとの接触があまりない、ということは多くのメンバーが実感していることであった。その状
況に置いてＡ氏は、自らの役割を新参者として多くのコミュニティに出入りし、そのコミュニ
ティ間をつなげることに見出していた。このような既存のコミュニティ、規範に縛られない柔
軟に移動できる人物は、ともすれば閉塞的で硬直的なコミュニティになりがちな地方にとって、
重要な役割を担うと言えるだろう。Ａ氏は、新規就農者としての自身についても、これからの
若者のロールモデルになれればといきいきと話していた。私たちは調査実習前、被災地の若者
の調査としてテーマや質問を考えていた際、Ａ氏のような人物をほとんど想定できていなかっ
た。しかし、確かに被災地に暮らす若者はその土地が地元である若者だけではない。その町で
暮らしたい、その町のために働きたい、といった強い思いで移住してくる若者もいるのである。
今後の地方を考えていくうえで、彼らのような新しいインパクトを伴って移住してくる若者た
ちとどのように地域は手を携えていけるのか、その在り方を考えていくことは重要であるだろ
う。 
 また、山元町に暮らす高校生（以下、Ｂ氏）の語りも非常に興味深かった。Ｂ氏は震災の経
験から将来の進路を考えており、市政にも関わっていくようになっていったという。また、Ｂ
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 また、山元町に暮らす高校生（以下、Ｂ氏）の語りも非常に興味深かった。Ｂ氏は震災の経
験から将来の進路を考えており、市政にも関わっていくようになっていったという。また、Ｂ
氏は私たちも参加していた「やまもと子どもも大人もみんなで遊び隊」に携わっており、その
活動の中で震災を経てあまり笑うことのできていなかった子どもたちの笑顔を見れたことがと
ても嬉しいと語っていた。昨年度に山元町の中学生へヒアリング調査をしたときに感じた、町
の身近な人のために貢献したい、という思いが高校生のＢ氏の語りからはさらに洗練され、具
体的な活動をともないながら考えられているということを強く感じた。また、Ｂ氏は山元町に
ついてここが好きというものはなく、ここで育ったという思い出、時間が好きなのだと語って
くれた。地元のためになりたい、帰ってきたいというような若者意識の背景には、このような
具体的ななにかではない「過ごした時間」というものが大きな影響を与えていると言えるかも
しれない。 
 毎年訪れる度に、店や家が増えていたり、堤防が完成に近づいていたりと、新しい姿になっ
ている山元町。その復興の様子をこれからも継続して見つめ続けるとともに、そこに暮らす人々
の想いを感じながら、調査実習を引き続き行っていければと思う。 
最後に、今回の調査実習においても大いにご助力いただいた田代先生はじめ、山元町の多く
の方々と、ヒアリング調査にご協力いただいた５名の方々へと御礼を申し上げたい。本当にあ
りがとうございました。 
 
５． 主要参考資料一覧 
・山元町ホームページ 
http://www.town.yamamoto.miyagi.jp/（2016年5月11日最終閲覧） 
・やまもと子どもも大人も遊び隊ホームページ 
http://yamamotoasobitai.web.fc2.com/（2016年5月11日最終閲覧） 
・山元町震災復興土曜日の会Facebook 
https://www.facebook.com/yamamoto.fukkou（2016年5月11日最終閲覧） 
・山元町震災復興土曜日の会Twitter 
https://twitter.com/yamamoto_fukkou（2016年5月11日最終閲覧） 
・山元町震災復興企画課編（2015）「山元町の震災復興計画と事業の取組状況について～後世に
誇れるまちづくりを目指して～」 
・山元町事業計画調整室編（2015）「山元町 主な復興・復旧事業の進捗」 
 
 
